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新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

第
２

０
２

６
回
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台
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台
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井
寺
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峯
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駈
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駈
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駈
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峯
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峯
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峯

順
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行

修
行

修
行

修
行
再
興
四
十
五
周
年
記
念

再
興
四
十
五
周
年
記
念

再
興
四
十
五
周
年
記
念

再
興
四
十
五
周
年
記
念
    

奥
駈
行

奥
駈
行

奥
駈
行

奥
駈
行
をを をを
行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿
でで でで
接
待

接
待

接
待

接
待
    

    

◇
実

施
日

；
２

０
１

９
年

０
６

月
１

０
日

 
(
月

)
 
 

雨
時

々
曇

り
 

◇
参

加
者

；
沖

﨑
吉

信
、

川
島

 
 

功
、

濱
野

兼
吉

、
橋

本
 

梓
、

中
川

治
 

平
、
大

江
加

代
子
・
徳

子
、
畑

林
秀

味
・
清

子
、
山

川
治

雄
、

梶
野

照
雄

、
瀧

本
昭

太
郎

。
 

 
 

 
 

 
 

 
１

２
名

。
 

 

手
元

に
橋

本
 

梓
さ

ん
か

ら
頂

い
た

総
本

山
園

城
寺

（
三

井
寺

）
発

行
の

会
報

「
園

城
寺

第
１

２
号

」
が

あ
り

、
そ

の
１

３
ペ

ー
ジ

か
ら

１
８

ペ
ー

ジ

に
「

大
峯

奥
駈

順
峯

７
５

靡
修

行
記

」
が

掲
載

さ
れ

て
い

る
。

 

筆
者

は
天

台
寺

門
宗

録
事

、
岐

阜
市

不
動

院
住

職
で

、
こ

の
奥

駈
行

に
も

参

加
さ

れ
て

い
る

墨
崎

敬
明

氏
に

よ
る

も
の

で
あ

る
。
 

以
下

、
原

文
の

ま
ま

。
 

園
城

寺
を

総
本

山
と

す
る

天
台

寺
門

宗
で

は
、

修
験

道
部

が
中

心
と

な
っ

て

毎
年

大
峰

山
（

山
上

ヶ
岳

）
入

峯
修

行
を

実
施

し
て

い
る

が
、

本
年

は
是

非

奥
駈

順
峯

修
行

を
と

い
う

こ
と

に
な

っ
た

。
奥

駈
順

峯
修

行
に

つ
い

て
は
「

園

城
寺

古
記

」
お

よ
び

「
熊

野
本

宮
大

社
入

峯
記

」
な

ど
の

古
記

録
は

あ
る

が

そ
の

後
約

４
０

０
年

来
、

絶
え

て
久

し
く

実
施

さ
れ

て
い

な
か

っ
た

。
 

本
山

派
伝

統
の

こ
の

順
峯

修
行

を
こ

の
際

、
復

興
し

た
い

と
い

う
福

家
長

吏

猊
下

の
固

い
決

意
の

も
と

に
、

そ
の

機
運

が
盛

り
上

が
っ

て
き

た
の

で
あ

る
。
」

 

 
そ

の
機

運
の

盛
り

上
が

り
の

裏
付

け
に

は
前

田
勇

一
氏

が
奥

駈
葉

衣
会

を

結
成

し
、

南
奥

駈
道

の
再

興
に

着
手

し
た

こ
と

か
ら

、
助

言
、

情
報

、
サ

ポ

ー
ト

の
期

待
が

あ
っ

た
こ

と
は

当
然

だ
ろ

う
。
奥

駈
行

実
施

前
の

４
月

４
日

、

前
田

勇
一

氏
が

三
井

寺
を

訪
問

し
協

議
し

た
こ

と
が

「
園

城
寺

日
誌

抄
」

に

記
さ

れ
て

い
る

。
 

こ
う

し
て

昭
和

５
０

年
５

月
２

１
日

～
２

９
日

の
順

峯
奥

駈
行

実
行

と
な

っ

た
の

で
あ

る
。

 

順
峯

奥
駈

行
入

峯
行

程
 

5
/2

1
 

（
一

日
目

）
 

入
峯

者
１

７
名

が
園

城
寺

金
堂

前
に

集
合

、
入

峯
円

満
祈

願
。

列
車

で
移

動
、

午
後

熊
野

三
山

参
拝

、
本

宮
泊

 

5
/2

2
 

（
二

日
目

）
 

本
宮

備
崎

よ
り

玉
置

神
社

（
泊

）
 

5
/2

3
 

（
三

日
目

）
 

玉
置

神
社

～
平

治
宿

（
泊

）
 

5
/2

4
 

（
四

日
目

）
 

平
治

宿
に

て
休
養

 

5
/2

5
 

（
五

日
目

）
 

平
治

宿
～

前
鬼

・
小
仲
坊

 

5
/2

6
 

（
六

日
目

）
 

前
鬼

～
弥

山
 

5
/2

7
 

（
七

日
目

）
 
弥

山
～

山
上

ヶ
岳

 
入

宿
 

5
/2

8
 

（
八

日
目

）
 

山
上

ヶ
岳

～
吉

野
 
東

南
院

入
宿

 

5
/2

9
 

（
九

日
目

）
 

金
峯

山
寺

・
蔵
王

堂
に

て
満

行
護
摩
供
奉

修
 
各
地

よ
り
馳
せ

参
じ

た
山
伏

修
験

者
は
百
余

名
 
最

後
に
藤

野
修

験
部

長
の
挨
拶

で
大

修
行

に
終
止
符

を
う

っ
た

、
と

あ
る

。
 

 

新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

と
の
関

り
に

つ
い

て
 

 
玉
岡
相
談
役

の
レ

ポ
ー

ト
に

よ
る

と
「

前
田

勇
一

氏
が
提
唱

さ
れ

た
大

峯

南
奥

駈
道

の
再

興
は

着
実

に
そ

の
目

を
伸
ば

し
て

い
る
感
じ

で
あ

る
。
去

る

５
月

１
７

日
に

は
昭

和
４

６
年

に
結

成
さ

れ
た

奥
駈

葉
衣

会
を
更

に
強

固
な

も
の

と
す

る
た
め

に
会
則

を
作

り
、
役
員

を
選

ん
で
創
立

総
会

を
開
催

し
て

大
き

く
飛
躍

し
た

が
、

山
歩

き
の

行
事

と
は
別

に
、

前
田

勇
一

氏
の
趣
旨

に

賛
同

し
て
径
切
拓
作
業

な
ど

の
南

奥
駈

道
へ

の
取

り
組
み

が
盛

ん
に

行
わ

れ

る
よ

う
に

な
っ

た
。

そ
れ

に
つ

れ
て
十
津

川
村
や

本
宮
町

、
さ

ら
に

は
奈
良

県
、
環
境
庁

な
ど

の
行
政

機
関

も
乗

り
出

し
、

そ
の
軌

道
は

前
途

に
曙
光

を

見
る
思

い
で

あ
る

。
 

今
回

、
三

井
寺

で
も

１
７

名
の
方

が
大

峯
の
末
端

、
本

宮
備

崎
よ

り
吉

野
へ

の
全

靡
を
通

さ
れ

る
と

い
う
稀

に
み

る
壮

大
な
計
画

を
も

っ
て

入
峯

す
る
由

、

こ
れ

も
前

田
氏

の
影
響

す
る

と
こ

ろ
大

き
く

、
今

後
に

も
つ

な
が

る
意
義

あ

る
行

事
と
考

え
協
力

を
約

し
た
訳

で
あ

っ
た

。
」

 

◎
 
具
体
的

に
は

平
治

宿
で
食

事
等

の
接

待
受
諾

。
 

◎
 

山
彦

参
加

者
 

玉
岡
憲

明
、

橋
本

 
梓

、
戸
石

二
生

、
小

林
康
泰

、
前

田
氏

の
斡
旋

で
人
夫

２
名

（
和

田
、

井
戸

）
。
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◎
 

5
/2

1
入

峯
前
夜

、
本

宮
に

て
玉
岡

氏
よ

り
「

南
奥

駈
道

再
興

着
手

と
い

っ
て

も
、

そ
の

大
半

が
未
整

備
。

玉
置

神
社

～
平

治
宿

は
距
離

が
長

す
ぎ

る
の

で
、
途

中
上
葛

川
へ

下
山

、
森

下
宅

に
一

泊
を
進

言
す

る
が

、
予
定

通
り
正
規

の
峯

中
修

行
を

実
施

す
る

、
と

な
っ

た
。

 

◎
 

平
治

宿
に

て
食

事
の
荷
揚
げ

、
準

備
な

ど
の
段
取

り
が
完
了

し
た

が
、

一
行

は
到

着
せ
ず

、
倶
利
伽
羅

岳
手

前
く

ら
い

ま
で
登

り
迎

え
待

機
す

る

も
姿

を
見
せ
ず

。
夜

１
１

時
３

０
分

、
平

治
宿

に
引

き
返

す
。

行
仙

あ
た

り
か

ら
下

山
し

た
か

も
、

と
思

い
床

に
着

く
。
夜

中
１

時
１

０
分

、
法
螺

貝
の
音

で
飛

び
起

き
た

。「
ご
苦
労
様

で
し

た
」
の
労

い
の

言
葉

に
感
極

ま

っ
た
声

で
「

た
だ

い
ま
到

着
し

ま
し

た
！

」
が
返

っ
て

き
た

。
玉

置
山

か

ら
実

に
２

０
時
間

を
要

し
、

午
前

１
時

３
０
分

、
や

っ
と
到

着
し

た
の

で

あ
る

。
 

◎
 

来
着

さ
れ

た
の

は
５

名
 

墨
崎

敬
明

、
座
間
光
覚

、
中

原
円
政

、
津

田

則
明

、
関

 
良
純

の
五

氏
の
み

だ
っ

た
。

 

◎
 

玉
置

山
を
出

発
後

、
そ

の
距
離

の
長

さ
、
険

し
さ

か
ら

二
度

の
道
迷

い

で
３

時
間

の
ロ
ス

も
加
わ

り
、

古
屋

の
宿

で
歩

行
困
難

者
３

名
が

上
葛

川

へ
下

山
、
葛

川
辻

で
も

不
調

者
が
出

て
、

協
議

の
後

不
調

者
は

下
山

、
健

脚
の

５
名

の
み

が
平

治
宿

を
目
指

し
た

。
 

◎
 

こ
の

日
、
少

な
い
睡
眠

で
前
鬼

ま
で

は
無
理

。
今

日
一

日
は

こ
こ

で
休

養
す

る
こ

と
を
進

言
、
受

け
入

れ
ら

れ
る

。
な

お
、
途

中
の

下
山

者
は

前

鬼
で

合
流

し
、

以
後
全
員

で
吉

野
ま

で
歩

き
通

さ
れ

た
よ

う
だ

。
 

◎
 
朝

８
時

に
お
別

れ
す

る
。

 

朝
の
静
寂

を
破

っ
て
法
螺

の
音

は
峰

々
に
響

き
渡

り
、

新
し

く
打

た
れ

た

碑
伝

の
前

で
声
高

ら
か

な
勤

行
が
唱

え
ら

れ
る

。
５

名
の
方

々
の
七
十
五

靡
全

行
程

の
修

行
と

な
る

こ
と

を
祈

っ
て
見
送

ら
れ

、
我

々
は

下
山

の
途

に
つ

い
た

。
見
送

っ
て

く
だ

さ
る

５
名

の
方

々
の
法
螺

の
音

が
長

く
吹

き

鳴
ら

さ
れ

て
い

た
こ

と
で

、
お
互

い
の

心
が
通
じ

合
っ

た
喜

び
を
感
じ

た

の
は
私

だ
け

で
は

な
か

っ
た

。
 

 本
年

６
月

１
０

日
、

行
仙

宿
で

の
接

待
で

あ
る

が
、

事
前

に
天

台
寺

門
宗

修
験

道
部

長
・
秋

田
幸
輝

氏
が

、
３

月
１

１
日
わ
ざ
わ
ざ
拙
宅
迄
ご
挨
拶

に

お
運

び
い

た
だ

い
た

。
 

聞
け
ば

玉
置

山
以

後
の

入
峯

者
は

１
０

名
と
少

な
く

、
食

事
な

ど
も
秋

田

部
長

が
主

に
対
応

す
る

と
の

こ
と

で
、
我

々
グ
ル

ー
プ
へ

の
サ

ポ
ー

ト
依
頼

は
無

か
っ

た
。

後
日

日
程
表

を
お
送

り
い

た
だ

い
た

。
 

入
峯

前
日

( ６
月

８
日

) 、
熊

野
三

山
参

拝
の
折

、
速

玉
大

社
に

て
福

家
俊

彦
執

事
長
ご
夫
妻

、
福

家
紀

明
執

事
に
ご
挨
拶

。
ま

た
吉
開
賢
淳
師

、
椎
木

、

今
野

、
浅
村

の
４

氏
に

も
ご
挨
拶

、
玉
岡
相
談
役

も
や

っ
て

く
る

。
 

入
峯

前
の

６
月

７
日

（
金

）
久

々
の

一
日

雨
で

、
降
水
量

も
多

く
て
池
郷

林
道

の
状
態

が
気

に
な

る
。

も
し
通

行
不
能

と
な

れ
ば
持
経

宿
泊

で
の
食

事

の
運
搬

が
出

来
な

く
な

り
、

行
仙

で
の
提
供

が
必
要

に
な

る
こ

と
も
考

え
ら

れ
る

の
で

、
６

月
９

日
（

日
）

に
確
認

に
出
向

く
。
相
変
わ

ら
ず

の
路
面
状

況
で

あ
る

が
、
何

と
か
走

行
で

き
ホ
ッ

ト
す

る
。
秋

田
部

長
に

そ
の
む
ね

を

連
絡

す
る

。
 

入
峯

前
に
秋

田
部

長
か

ら
電
話

が
あ

り
「

も
し

行
仙

宿
で

不
調

者
が

い
た
場

合
、
池

原
あ

た
り

で
待

機
し

て
い

る
の

で
下

山
時

に
伴

っ
て

お
届

け
い

た
だ

き
た

い
」

と
の
連
絡

を
受

け
た

。
 

 
日
頃
我

々
に
対

し
ご
理
解

、
ご

協
力

頂
い

て
い

る
天

台
寺

門
宗

・
総

本
山

三
井

寺
さ

ん
で

あ
る

。
奥

駈
行

で
行
仙

宿
を
通
過

さ
れ

る
の

に
何

も
な

し
、

と
言

う
わ

け
に

は
い

か
な

い
。
せ
め

て
お
茶

の
一
杯

で
も

と
思

い
呼

び
か

け

た
。

 

結
果

、
大
阪
堺

市
か

ら
梶

野
、

和
歌

山
市

か
ら

瀧
本

の
両

氏
を

は
じ
め

１

２
名

の
皆

さ
ん

が
呼
応

し
て

く
だ

さ
っ

た
。

 

接
待
提
供
品

；
味
噌
汁

、
紅
茶

と
お
茶

、
甘
夏

、
菓

子
類

と
缶
パ
ン

。
 

 

 
朝

９
時
過
ぎ
登

山
口

に
集

結
、

１
０

時
前

に
は
全
員
小
屋

に
着

く
。

こ
の

日
は
朝

か
ら
小

雨
が
降

り
、
気
温

も
低

く
て

入
峯

さ
れ

て
い

る
皆

さ
ん

も
大

変
だ

ろ
う

。
氷

も
持

参
し

た
が

、
暖

か
く

て
温

ま
る

も
の

を
接

待
の
主

と
し

た
。
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登
山

口
で

 
 

 
 

 
 

接
待

準
備

が
一

段
落

 
 

 
 

昼
食

を
済

ま
せ

る
 

 

女
性
陣

は
行

者
堂

の
樒
や

お
供

え
物

の
取

り
換

え
。

そ
れ

が
終
わ

る
と

お

湯
を
沸

か
し

て
お
椀

の
消
毒

な
ど

に
忙

し
い

。
男
性
陣

は
小
屋
内
整
理

、
玄

関
西
側
横

に
ブ
ル

ー
シ

ー
ト

を
張

っ
て
即
席

の
雨
除

け
を
造

る
。

お
堂

前
に

幟
を
立

て
、
玄
関

前
に
ベ
ン
チ

な
ど

を
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ

し
準

備
完
了

。
 

奥
駈

行
の

一
行

は
お
昼

前
に

行
仙

宿
到

着
予
定

で
あ

る
が

、
今

日
の
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン

で
は
遅

れ
る

だ
ろ

う
と

の
皆

さ
ん

の
声

で
到

着
を

待
た
ず

に
先

に
昼
食

と
し

た
。

 

昼
食

を
終

え
て
談
笑

中
に
法
螺

の
音

が
聞

こ
え

た
。
全
員

お
堂

前
に

移
動

、

１
２

時
３

０
分
少

し
前

だ
。

程
な

く
奥

駈
行

の
皆

さ
ん

が
到

着
、

行
者

堂
に

聖
徳

太
子
像

を
寄
贈

し
て

下
さ

っ
た

吉
開

さ
ん

が
先
頭

に
近

い
位

置
で
歩

い

て
い

る
、
足

の
運

び
も

し
っ

か
り

し
て

い
る

。
吉
開

さ
ん

は
今

年
８

０
歳

と

な
り

、
４

５
周

年
の

順
峯

奥
駈

行
の

大
き

な
節

目
で

あ
り

、
参

加
さ

れ
た

よ

う
だ

。
 

奥
駈

行
は
何

回
か

行
仙

宿
で
接

待
し

て
い

る
が

、
先
達

さ
ん

が
ま
ず
到

着

し
て
最

後
尾

の
方

が
到

着
す

る
ま

で
３

０
分

、
遅

い
場

合
は

１
時
間

、
２

時

間
を
要

す
る

こ
と

も
多

々
あ

っ
た

が
、
今

回
は
同

時
到

着
だ

。
 

総
勢

１
０

名
、

当
ぐ

る
ー

ぷ
会
友

の
椎
木

、
今

野
、
浅
村

の
３

氏
の
顔

も

見
え

る
。
椎
木

さ
ん

か
ら

、
ず

っ
と

雨
で
特

に
笠
捨

山
は
土
砂
降

り
だ

っ
た

と
の
話

も
。

 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
順

峯
奥

駈
行

一
行

到
着

 
 

 
 

 
 

 
 

 
行

者
堂

で
勤

行
 

 

早
速

行
者

堂
で
勤

行
さ

れ
、
終
了

後
昼
食

と
な

り
味
噌
汁
等

を
提
供

、
こ

の

雨
と
寒

さ
の

中
で

あ
り

、
暖

か
い

味
噌
汁

を
皆

さ
ん

お
替
わ

り
、
中

に
は

４

杯
も
飲

ま
れ

た
方

が
い

た
。

 

 
 

 
 

 
 

行
者

堂
で

勤
行

 
 

 
 

 
 

 
 

 
行

仙
宿

内
・

玄
関

前
で

昼
食

・
休

憩
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こ
の
先

、
今
夜

の
持
経

宿
ま

で
４

～
５

時
間

の
道

程
だ

。
３

０
分
位
休
息

さ

れ
集

合
写
真

を
撮

り
、

ど
う
ぞ
無

事
に

満
行
！

を
祈

っ
て

お
別

れ
し

た
。

 

  
３

０
分
ほ

ど
で

後
片

付
け

を
終

え
我

々
も

下
山

、
帰
路

下
北

山
村
役
場

に

立
ち
寄

り
、
先

日
の
村

長
選

で
再
選

を
果

た
さ

れ
た

南
村

長
に

再
選

の
お
祝

い
と

日
頃

の
支
援

( 桟
木
丸

太
約
百

本
寄
贈
等

) の
お
礼

、
併
せ

て
登

山
口
横

支
谷

の
落
石
撤
去

の
お

願
い

、
浦
向

道
の
架

橋
報
告

を
行

っ
た

。
 

 
前
述

の
昭

和
５

０
年

５
月

平
治

宿
で

の
サ

ポ
ー

ト
に

参
加

さ
れ

た
橋

本
梓

さ
ん

が
、
今

回
の

４
５
周

年
奥

駈
行

の
接

待
に

も
参

加
さ

れ
た

。
凄

い
こ

と

で
あ

る
。

そ
れ

を
皆

さ
ん

に
お
話

し
す

る
こ

と
を
失
念

し
て

し
ま

っ
た

。
橋

本
さ

ん
に

心
よ

り
お
詫

び
申

し
上
げ

ま
す

。
 

 

 
 

 
 

 

全
員

で
記

念
写

真
 

 
 

 
 

奥
駈

行
一

行
出

発
 

 
 

 
 

登
山

口
に

下
山
 

 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
 

補
給
路
登

山
口

0
9
:0

5
→

0
9
:5

5
行
仙

宿
→

1
2
:2

6
奥

駈
一

行
勤

行
・
食

事
・

休
憩

1
3
:1

6
→

行
仙

宿
1
3
:4

0
→

1
4
:1

2
補
給
路
登

山
口

1
4
:2

0
→

1
4
:4

5
下

北
山
村
役
場

訪
問

1
5
:0

0
→
解
散

。
 

（
記

；
沖

﨑
 
写
真

；
梶

野
、

川
島

）
 

 


